
海底魚田開発試験(二枚貝の海底養殖)
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1 は じ め に

昭和 41年度より､国の指定調査研究総合助成事業を受けて､海底魚田開発試験 ｢二枚且の海底養殖｣

を本年度迄の 3ケ年間実施した｡

昨年度は陸奥湾内の土屋および船岡地先において施設の検討､収容月の成長歩留 り調査､施設付近の

環境条件の調査を進めた｡

本年度は昨年度来の試験を継続すると共vc､今までVC得 られた知見をもとに改良を加えた施設を新た

に設置 して試験を進めた｡

本試験研究を進めるにあた り､御:

指導と御鞭連を賜った農林省農業土

木試験場出口部長吉牟田室長に厚 く

お礼を申し上げる.また現地調査vc

際して御協力下さった秋山主任水産

業改良普及員､富永水産業改良普及

員および試験研究の場を提供 し､か

つ試験調査vc御協力された西浜漁業

協同組合､船岡漁業協同組合の各位

に深 く感謝する｡

2 試験研究方法

川 試験場所 (第 1図参照)

a)青森県東津軽郡平内町大字土

屋地先

西浜漁業協同組合漁業権内距

岸約 1,100m､水深 11-

13m､底質 泥砂

b)青森県東津軽郡平館村大字船

岡地先

2㌔こ
脚 乎胡射
解 喝他見

第 1図 海 底 妻 殖 施 設 々置 場 所

･※ 赤星 静雄 :現在 SANTOS.EST.SP.BRASIL∫

･X･･X, 佐々木鉄郎 :現在 青森県主任水産業改良普及員 川内町駐在

#･･F'･X, 武由 雷介 :現在 兵庫県水産業改良普 及員 州本農林事務所駐在
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船岡漁業聯 組合漁業稚内臣賢約

350m､水深15- 17m 底

質 ･泥砂 /

(2) 施 設 (第 2図参照)

平内町土屋地先では､昭和41年

度VC設置した海底大型網仕切 り養殖

施設および昭和43年 8月28日VC

第2図に示したような深型垂下式延

縄養殖施設 2組を施設して試験を実

施した｡

平館村船岡地先vCは昭和42年度

に設置した海底大型網仕切 り養殖施

設および昭和 43年 8月30日vc同

様深型垂下延縄養殖施設2組を施設

して試験を実施した｡

両地先共､施設設置と同時vcスキ

ューバで潜水し､養殖施設が設計通

り展開しているか確認し､状態の悪

いものについては海中で手直しを行

ない最良の状態にした｡

(3)使 用 稚 且
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第2図垂下式延縄養殖施設

試験に使用した稚

貝の施設別収容個数は第 1表に示した通 りである｡第 1表;;海底養殖施設の年度別､型式､数量､使用寵数および且の



設置場所 型 式 月 の 種 類 セット数 寵 数 収 容

数 備 考辛館村船岡也先 海 底 大 型 網 仕 切 り養 殖 ホクテガイ 1組

- 2.500合 計 ホク

テガイ 1 - 2.500垂 下 式 延 嘩 養 殖(ポ ケ ッ トネ ット10段) ホクテガイ 2 10 400

〟( 丸 型 5 段 寵 ) ホクテガイ 10 500

〟( 丸 型 10 段 寵 ) ホクテガイ
10 1,0

00合 計 ホクテガイ 2 50 1.900a)ホ タテ ガ イ昭和 42年 8月､平内町土屋地先で天然採首中間育成 した 1年見 3.800個 (平均殻長 6.8

cm､最大殻長 8.

6cm 最小殻長 6.0m､平均重量 39.9g)を使用した｡b) ア カ ガ イ昭和 42年 11月に､青森市奥内地先で天然採苗､中間育成 した 1年見 400個 (平均殻長 4.5

cm,最大殻長 5.1cm､最小殻長 4.1cwh平均

重量 18.6g)を用いた｡(4) 試 験 経 過o昭和4

2年度試験開始の もの(土 屋 地 先)

(船 岡地 先)試 験 終 了

昭和 43年 9月14日 昭和 43年 8月 30日?昭和 43年度試験開始のもの

(土 屋 地 先) (船

岡 地 先)試験開 始測定手 入 れ 測 定 昭和 43年 8月2

8日 昭和 43年 8月

30日昭和 43年 12月2- 3日 昭和 43年 11月 27日(アカガ

イ4寵セット)試 験 終 了 昭和 44年 2月14日 昭和 44年 2月16日測定VC

あたっては､両地先共､殻長､重量を海底大型網仕切 り養殖施設以外では全個体vcついて測定 し､海底大型網仕切 り養殖施設では収容貝の うち､土屋地先では 100個体をランダムサンプ リン

グし､船岡地先では生存月 4個体v

Cついて殻長と重量を測定 した｡(5) 環境

条件の調査a)底 質 調 査イ 調査年月日 平内町土屋地先 昭和 44年 2月 14

日平館村船岡地先 昭和 44年 2月16日ロ 調 査 地 点 両地先共施設設置場所調 査 方 法 バケツ式採泥器で採泥 し､実験室VC持帰 り､試料を110℃



一､■-

後､丸川式ふるいVCより粒子組成を測定 した｡

b) 施設付近の海水､比重の季節的変化

施設付近の海水の変化を知るために平内町土屋地先では､東北大学浅虫臨海実験所の定置観測資

料より昭和 43年5月から昭和44年 2月まで､平館村船岡地先では平館定置観測資料vcより､昭

和43年 5月から9月までの午前 9時の表面海水水温および比重の旬平均値を求めた｡

3 試験結果および考察

(1) 環境条件vcついて

a)底 質 調 査

調査結果は第 2表に示すようになった｡

これでみられるように両地先共vc底質は

泥砂質である｡

b)海水､比重の季節的変化

結果を第 3図に示 した｡浅虫と平館の

両者を比較すると水温では浅虫の方が幾

分高 く､比重では平館の方が高い傾向を

示した｡

(21 賂設の安定度VCついて

土屋地先に昭和 41年度設置 した海底大

型網仕切 り養殖施設は､ 2ケ年間海底vcあ

っても破損､移動はなく安全に施設が保た

れていたが､スキューバ潜水による昭和 43

年 9月 14日の調査結果では付着 している

エポヤ､マポヤ等が大きくな り､付着物のi

重みで一部網がたるんでいるところがあっ

た｡

第2表 試験場所の底質

地域名土 屋 船

岡区分 (珍)

(%)負数のみ 4..000血 以 上

7.4 0細 傑 4.000-2.000

mm 9.5 1.2粗 砂 2.000～

1.00仰耽 1.1 5.5〟中 砂 .-1.000一一0.50仰椛 1.2 4.80

.500-0.250品死 2.2 10.7細 砂 0.250-0.105花死 27.2

55.7微砂粘土 0.015 轡 以 下 51

.4 46.1JPJ･∫-Jd Z乎

裾RPS～峨 7斗可男船岡地先に昭和 4

3年度設置した海底大型網仕切 り養殖施設は約

1ケ年間しか経過 Ifしていなかったが､施

設の網が よじれてL aTiっていて正方形には展開していをかった｡

′Jこの原因は施設の四隅を

固定していたコソク1)- 卜製アンカー (約 60kg

)の爪 (鉄 ′0枚製巾 10cmX長さ45

cmX厚さ2mm) が J完全に海底vc刺さっていなかったた
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昭和 43年度に設置した垂下式延耗養殖施設では試験終了時にも異状は認められなかったが､船岡

地先では､ 11月vc漁船vcより1組が切断されてしまった｡ この原因は､当地先で今年はイカ釣漁業

が盛んであったために夜間漁船が航行中､浮標 ローブをスクリユーに巻込み､取 りはずしの時､ナイ

フで幹綱を 2ヶ所VCわたって切断 してしまったものである｡ このため5段寵 5個を残すのみで､他の

寵は紛失 してしまっていた｡残存 した5段寵は異状のない他の 1組へ移して試験を継続 した｡

(3)成長および歩留 り

収容年度別､各施設別の月の成長および歩留 りの測定結果 を第 3- 5表に示 した｡

第3表 年度飢 施設別測定結果 (昭和 42年度収容)

施 設 の 種.類 寵JG. 測 定 数(個) 歩 留 り.(%) 殻 長 重 量測定励 増殻畢如 琴り定傾g

)増重患 g)土 屋 地 先 1 - -一 -
一■一■■■■■■- - -2 55 55.0 8.85 5.28 87.5

60.63 I- 一- - - - -2 段 寵昭 42.8.18 -- 19セ ット昭 43.2.17 測 定

4 54 90_.0 8.92 5.69 87.9

64.55 52 55.5 8.92 5.0

0 91.8 61.I6 45 71.5 8.

55 2.90 88.9 64.87 57 61.5 8.7

9 5.45 81.4 57.28910 一- ･..一

■■■- - 一■■■■ - 一-■.一■-平均 19.9 55.17 8.76 5.26 87.46

6.1.60土 屋 地 先 1 15 16.7 8.6

7 5.51 88.1 68.02 17 18.9 8.78 2.56 94.5 60.

83 24 26.7 9.06 5.52 95

.5 68.93 段 龍昭

42.8.19 セ ッ ト昭43.2.17 測 定 4 8 8.

89 8.85 5.49 95.5 71.95 15 16.7 8.62

5.40 87.7 66.56 - - -

- - -7 6 6.67 8.75 2.21 105

.0 61.78 5 5.55 9.17 2.92 115.0 75.49

- - - - - -10 21 25.5 8.69 5.50

89.6 67.1平均 10.9 12.12 8.84 5.09

95.84 67.54土屋地先海底大型 (ホクテガの 1 100 66.82 10.



第 4表 年度別 施設別測定結果 土屋地先
(昭和 43年度収容)

施設の種類 収容寵の種類 寵JW. 剰 定 数(個) 歩 留 り(qTo) 殻 長 重 量測定イ射 増殻鋤 測定値(g

)増重量(g)垂下式延縄秦殖 5 段 寵昭 43. 8. 28～昭 44. 2. 14 1-1 20 98.0 10.28 5.

61 159.55 100.451-2 20 100.0

9.66 2.94 128.65 88.691-31-41-52-1 2020 94.096.0 10.5110.66 5.655

.66 157.80149.50 97.76101.622-2 20 98.0 10.51 5.55 147.85 978

12-3 20 96.0 10.01 5.07 126.

80 76.842⊥4 20 94.0 9.85 2.89

124.40 75.442-5 20 100.0 10.

44 5.86 145.05 101.65平 均 97.0I lo.22 5.40 157.17 92.5510 段 寵昭 43. 8. 28～昭 44

. 2. 14ポ ケ ッ ト ネ ッ ト昭 43. 8. 28～昭 44. 2. 14 1-

1 25 80.0 9.66 2.44 118.08 76.80

1-2 25 90.0 9.80 2.86 120.12

79.08I-3 25 98.0 10.17 5.71 1

55.08 95.98i-4 25 98.0 10.40

5.68 140.60 92.801-5 25 97.0

10.76 5.95 154.70 112.842-1 25 75.0 9.47 2.71 115.48 70.62

2-2 25 79.0 10.08 5.54 117.10 77

.922-3 25 87.0 10.50 5.62 15

5.84 86.A82-4 25 99.0 10.59

5.66 141.90 98.462-5 25 94.

0 10.26 5.79 157.10 87.66平 均

20 89.7 10.15 5.59 151.20 87.861-1 98.0 9.45 2.71 109.90 68.55

1-2 20 96.0 9.62 2.51 112.85

67.70I-3 20 88.0 9.50 2.55 1

16.90 75.501-4 20 92.0 10.54

5.56 147.10 105.951-5 20 94.0

9.78 5.06 159.75 102..252｢-1 20 96.0 9.65 5.17 126.60 90.10



第 5表 年度別施設別測定結果 船岡地先 (昭 43年度収容)

施設の種類 収容寵の種類 ト 寵Jfo'. l測 定 数(個) 歩 留 り(i:a) 穀 長 重 量測定値♭福 増殻長♭婚 測定値(g

)増重量(g)垂下式延縄香殖 5 段 寵昭 43. 8. 30 1-1 20 96.0 10.55 5

.60 119.60 70.961-2 20 92.0 9

.92 5.05 166.45 111.091-3 20

98.0 9.76 2.82 114.55 66.191-4 20 98.0 10.22 5.42 125.65 78.

551-5 20 84.0 9.49 2.7や 108.

50 61.942-1 20 96.0 9.49 2.A8 102.75

55.27～昭 44. 2, 16 2-2 20 96.0 10.
52 5.台6 126.20 80.122-3 20 9

4.0 10.ll 5.17 116.50 74.422-4 20 94.0 9.78 2.99 112.40 71

.082-5 20 96.0 10.15 2.91 122.27 70.67平 均 94.4

9.96 5.04 121.29 74.0510 段 寵昭 43

. 8. 30～昭 44. 2. 16 2-1 25 100.0 9.9

5 5.12 109.20 67.542-2 25 99.

0 10.54 5.46 124.68 90.962-3 25 99.0 9.97 5.17 114.64 72.44

2-4 25 98.0 10.52 5.59 126.84 82.122-5 25 95.0 10.

52 4.41 125.84 78.96平 均 98.2

10.18 5.51 119.84 78.56ポ ケ ッ ト ネ ッ ト

昭 43. 8. 30～昭 44. 2. 16 2-1 20 100.0

10.00 5.05 116.00 69.602-2 20 100.0 9.95 5.05 114.00 67.15

2-3 20 100.0 9.85 5.00 117.50 71.92

2-4 20 98.0 9.99 5.07 118.50 72.652-5 2

0 100.0 9.92 5.00 112.51 71.18平 準 99.6 9.95
5.05 115.66 70.50

昭和 42年度VCホクテガイを収容した土屋地先の海底大型網仕切 り養殖施設では昭和 43年 9月

14日迄

の393日間の成長量は増殻長 3.41cm､増重量 70.46g､歩留 りは 66.82%であった｡船岡地先では昭和43年 8月30日迄の367日間の成長量は増



土屋地先における天然漁場のヒトデ類の生息個体数は､昭和 43年 9月27日のスキニーバ潜水調

査結果では水深9- 12mの場所で lTrl当 り0.5-1.5個体であった｡一方土屋地先の海底大型網仕

切 り養殖施設内のヒ トデ類の数は 1m2当 り2.1個 体 で､ 天然漁場のそれより多い事が解った｡

昭和 43年度vc新設した施設のホクテガイの測定結果は､土屋地先のものでは､丸型 5段寵が増穀

長 3.40cm､増重量 92.53g､丸型 10段寵が増殻長 3.39cm,増重量 87.86g､ポケットネッ

ト10段寵が増殻長 3.06cm､増重量 88.18gの順であった｡歩留 りは丸型 5段寵が 97･0%､ ポ

ケットネット10段寵が94.5%､丸型 10段寵が 89.7%の膳であった｡船岡地先のものでは､丸

型 10段寵が増殻長 3.51cm､増重量 78.36g､丸型 5段寵が増殻長 3･04cm､増重量 74･03g､

ポケットネット10段寵が増殻長 3.03cm,増重量 70.05gの版であった｡歩留 りはポケットネッ

ト10段龍が 99.5%丸型 10段寵が 98.2%､丸型5段寵が 94.4%の順であった｡

このように今年度の施設では土屋､船岡両地先共に過去 2ケ年間の結果 と比較して成長､歩留 り共

vc良好で､試験開始後約 6ケ月で殻長 10mを越えたものもあ り､歩留 りも紛失した篭を除外 した総

平均で 97%以上 と浸った0

-万7カガイでは過去 2ケ年間共に極めて悪い結果であったが､今年度は､新収容器を用いて土屋

地先vCおいて試験を行なった結果､約3ケ月間の成長は 50個人容器で増殻長 0.32cm､増重量 6.2

g､ 100個人容器では増殻長 0.06mh 増重量3.7gとほとんど見られをかったが､歩留 りだけは両

容器共に1009Tovc向上 した｡ このような結果に浸ったのは収容 した容器がポリエチレン製 ピクで､

この中vC泥を入れ､ 7カガイが泥の中vc潜入できるようにしたため､月が安定 していたものと思われ､

更vCビクの目が 6%と細か働 こヒトデ類が入 り込め夜かったためと考えられた｡

(4) 天然且 (移殖) と海底養殖貝の成長比較結果

昭和 39年 4月に異常発生 したホクテガイを陸奥湾内の各漁協が昭和 41年 3月以降VC各地先の漁

場に移殖放流した｡ この且と海底蕃殖且との成長比較のため､土屋､川内両地先の移殖且を測定 し成

長比較を第 6表vc示 した｡ これでみられるようvC移殖 3年月と海底養殖 2年 目の延縄養殖 (垂下式､

浮上式)の成長は前者に優 っていて成長の良い事を示している｡
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第 6表 移殖見および海底養殖月の成長比較

地 域 調 査 穀長 殻革 殻巾 殻 付書志軟体部重 量⑧ (g) 殻重量 月 柱重 量㊨ (g)豊×100670) QBX100..(種 類) 年 月 日 (dm)

(m) (cm) (g)移殖局.3年見 土 屋 昭 和42.12.9 12.54ll.87 5.04 214.10 97.6
7 101.76 55.56 45.6 56.2川 内 昭 〝 和42.12.12 12.6012.25 5.62 2

47.55 96.50 154.60 55.dO 59.0 56.7港底香殖負2年見 土 屋(海底大型) 昭 和45.2.16 ll.98ll.

40 5.55 225.55 107.55 111.00 56.67 48.1 54.2土 屋(海底寵) 〟45.2.1

6 ll.2910.24 5.54 194.94 89.97 96.65 27.45 46.5 50.9土 屋(垂下式) ′′45.2.15 12.60ll.88 5.91 295.24 125.86 14752 40.24 42.9 52.0

土 産(浮上試) 〟45.2.15 12.9412.61 5.85 515.89 151.67 162.85 40.67

42.0 50.9船 岡(海底寵) ′′45.2.15 ll.2210.15 5.45 181.08 72.08 95.4
225

.
85 59

.
8 55.1

船 ■岡(垂下式) ′′45.2.15 15.59
10.42 5.82 295.67 118.00

165.08 40.00 59.9 55.9海海垂浮租 型龍駄民F 式上 式

海底大型網仕切り養殖施設海

底寵養殖施設垂 F式延絶養殖施設浮上式延線養殖施設4 残された問題 点とその解決方針

昭和 41年度から試験を開始 して3カ年間経過 して基礎的ない くつかの知見が得られたがをお次のよう

な問題点 も残されている｡試験当初の目的であった海底斬 u用 し虎海底親善殖､海底大型網仕切 り養殖は

ヒトデ類の害敵に食害されやすい事が試験の経過と共vc解 ってきた｡海中を利用 した延縄式養殖施設は施

設の安定性､簡便さ等の点では良かったが収容容器の材質vcより成長､歩留 りVC優劣が出た｡また

企業化するためには収容後早期VC商品サイズVCLなければならをい｡ この解決方針としては害敵生物の入り込

めない構造に改良しなければならず､海底寵養殖のようをコンパクトの ものの開発も必要であると思われ

るが､海底を用いる方法 も今後害敵生物の海底vcおける生態を調査 して防除方法が 究明されれば､利

用の可能性はあるだろう｡また海中利用の延縄式養殖施設では月の成長歩留 りを向上させるため､収容寵等の資材



で大 きい種苗の養成を図 りたい｡

5 調査研究成果と事業化の見通 し

試験した施設のうち､海底に設置した海底寵養殖､海底大型網仕切 り養殖は害敵生物の攻 げさを受け

易い欠点があ り､管理上からも現段階では事業化するのは無理であろうと考えられた｡

中層以下利用の垂下式延縄養殖施設は波浪によっても且があま り動揺せず､ ヒ トデ類などの害敵生物

を防げるもので耐久力もあり､安価で取 り扱いが簡便でどこの地先にも設置できるようを施設という点

で試験をした他の施設よりは現在のところ良いと思われた｡

本年度 も小規模を試験に止まったので､直接採算性の検討は出来をいが､ この種の施設を用的た場合､

ホクテガイの事業的規模の採算性について試算 してみると､第 7表の ようVC在り､事業 としての採算が

採れる可能性を示している｡

この試験に刺激されて土屋地先では昭和 42年 4月から漁業者 2名が4万枚の且を養殖し､昭和43年

9- 10月に販売している｡昭和 43年度は漁業者 16名で約80万枚の且が現在蕃殖されつつある｡

一方船岡地先で も昭和 42年 3月から漁業者 3名で 2万枚の只を養殖し､昭和43年 8- 9月に販売

し､ 734千円の販売金額を得ている｡昭和 43年度VCは漁業者 5名で40万枚の且が養殖されつつあ

り､両地先共に今後更に養殖を行をう漁業者が増加 しdハくもの と思われ､丁応事業化の段階vc入ったと

いっても過言では浸かろう｡

7カガイVCついては既に述べた通 り2ヶ年問は悪い結果 となり､本年度では成長､歩留 り向上のため

新容器を用いて試験を継続中であり､現段階では良好を結果を得ているが､今後更に検討を加えなけれ

ばならず､事業化vcはまだ時間を要するものと思われる｡
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第 7表 ホクテガイの収支試算表

幹綱 100m lケ統

7段寵 90個使用 1段当 り15枚収容

施 設 規 模 : 総収容個数 9,450枚

収容 6ケ月後から販売､歩留 り90%とした｡

品 名 規 格 :数 量 単 価 金 額 _;I,.耐.栴毎数

減価償却施設経餐④ 幹 綱 HZ 16%

m 円 円 年 円100

42 4,200 4 1,050錨 綱 ′′

m180 42 7,560 4 1.890浮 玉 ガラネ玉 〆50cm ケ50 180 9.000 4 2.25

0浮 玉 合成 $50C7n ケ5 500 900

4 225ブ イ ロ ー プ HZ 10% m59 19 7

41 5 247寵 垂 下 ロ ー プ HZ16打 6% m180 4.2

5 765 5 255浮 玉 取 付 け ロー ブ ノーフレン 6%

m150 i.10 915 5 505立 切 り 用 ロ ー ブ HZ 10元 一 m60 19 1.140 5 580

養 殖 寵 丸型 7段 価90 450 58,700 5 12.900

描 鉄片爪 40kg 丁2 4.800 9.600

5 1.920立 切 り用 ブ ロ ッ ク コyク1)-ト20kg 個5 200 600 5 200

寵 用 沈 子 コンクリート2kg 凋

20 1.800 5 600沈 子 用 ロ ー プ HZ16打 6% m180 4.25 765 5 255合 計

76,686 22.477作 業 内 容

人 員 日 数 単 価 金 額 備 考管理

餐㊨ 施 設 組 立 2人 ×1回 延 1 日 1

,500円 5.000円 男 1甲 1,500円女 1

日 1.000円4月施設設置

同年 12月より販売施 設 設 置 2×1 1 1,500 5,000

養 殖 管 理

2×10 5 1,500 15,000月 掃 除 dXd

4 1,000 24.000収 獲 出 荷 5×20 10 1,0




